
消
防
・
交
通
功
労
 

松
　
山
　
保
　
雄
（
７２
）
若
猪
野
 

　
長
年
に
わ
た
り
収
入
役
、
助
役
、
副
市
長

と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
市
民
福
祉
の
増

進
と
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
 

  福
　
田
　
　
　
稔
（
７４
）
平
泉
寺
町
赤
尾
 

　
長
年
に
わ
た
り
東
部
土
地
改
良
区
の
副
理

事
長
を
務
め
、
ま
た
勝
山
市
土
地
改
良
区
、

農
事
組
合
法
人
の
設
立
等
に
尽
力
し
、
農
業

経
営
の
発
展
と
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
 

 木
　
下
　
孝
　
雄
（
６３
）
村
岡
町
浄
土
寺
 

　
長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議
所
議
員
と

し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
商
工
業
の
発
展
と

地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
 

　
市
制
施
行
記
念
日
の
9
月
１
日
、
教
育

会
館
で
「
勝
山
市
表
彰
式
」
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
地
方
自
治
や
産
業
な
ど
の
各
分

野
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
に
対
し
、
山
岸

市
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

地
方
自
治
功
労
 

島
　
田
　
美
枝
子
（
６８
）
鹿
谷
町
本
郷
 

　
長
年
に
わ
た
り
主
任
児
童
委
員
（
民
生
委

員
）
と
し
て
児
童
福
祉
に
関
す
る
支
援
等
に

尽
力
し
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
 

  小
　
林
　
謙
　
一
（
６０
）
北
郷
町
檜
曽
谷
 

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
、
献
身

的
な
活
動
に
よ
り
防
火
思
想
の
普
及
、
災
害

防
止
に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ

れ
た
 

 結
　
川
　
隆
　
一
（
５６
）
北
谷
町
北
六
呂
師
 

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
、
献
身

的
な
活
動
に
よ
り
防
火
思
想
の
普
及
、
災
害

防
止
に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ

れ
た
 

提
出
方
法
▼
手
紙
、
ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
な
ど
 

手
紙
を
送
る
際
の
お
願
い
▼
 

１
．
必
ず
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
の
記
載

を
お
願
い
し
ま
す
。
匿
名
や
無
記
名
の
か

た
に
は
お
応
え
で
き
ま
せ
ん
 

2
．
地
域
内
の
ご
要
望
や
苦
情
な
ど
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
の
区
長
を
通
し
て
市
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
 

手
紙
に
つ
い
て
の
お
約
束
▼
 

１
．
記
載
し
て
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

い
て
は
、
内
容
確
認
な
ど
の
目
的
以
外
に

は
利
用
し
ま
せ
ん
 

2
．
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
の
要
約
を
、

広
報
か
つ
や
ま
お
よ
び
勝
山
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
 

※
第
5
次
勝
山
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
 

福
祉
・
保
健
功
労
 

産
業
功
労
 

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
想
い
を
手
紙
に
込
め
て
 

「
市
長
へ
の
手
紙
」
 

〜
9
月
は
市
民
提
案
月
間
〜
 

テ
ー
マ
「
第
5
次
勝
山
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
」
 

〒
9
1
1
‐
8
5
0
1
 

勝
山
市
元
町
１
丁
目
１
番
１
号 

秘
書
・
広
報
課 

広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
1

８８
‐
1
1
1
4
） 

E-m
ail

　kouhou@
city.katsuyam

a.lg.jp

問 

募集中 

　
市
で
は
本
年
度
中
に
、
平
成
２３
年
度
〜
平

成
３２
年
度
ま
で
の
１０
年
間
に
わ
た
る
、
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
5
次
勝
山
市
総

合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。 

　
こ
の
計
画
で
は
、
環
境
、
子
育
て
、
健
康

長
寿
、
福
祉
、
商
工
業
、
観
光
、
農
林
業
、

雇
用
、
雪
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
、
交
通
、
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
「
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
持
続
可
能

な
ま
ち
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を

お
聞
き
し
、
実
効
性
の
あ
る
総
合
計
画
と
す

る
た
め
、
市
長
へ
の
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ

な
ご
意
見
、

ご
提
案
を

お
寄
せ
く

だ
さ
い
。 

　7月30日～8月30日にかけて、市内全ての小中学校に
おいて、「勝山市小中学校の再編素案について考える会（校
区別座談会）」を開催しました。この会では、児童生徒の
保護者および就学前児童の保護者を対象に、小中学校再編
に関する市の基本的方針をお示しして、参加者から多くの
ご質問・ご意見をいただきました。今回、その要約と市の
考え方をご紹介します。 

  

　
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
春
の
開

校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
も
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
の
進
め
方
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
は
目
標
年
次
を

設
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
形

で
意
見
交
換
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

   

　
地
区
別
、
校
区
別
座
談
会
で
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
集
約
・
分
析
す
る
中
で
、
素
案
の

再
検
討
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
再
度
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
て
、
ご
意
見
を

お
聞
き
し
ま
す
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
平

成
２３
年
6
月
頃
ま
で
に
は
決
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

   

・
子
ど
も
や
保
護
者
の
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い 

・
部
活
で
遅
く
な
っ
た
場
合
や
土
日
、
長

期
休
暇
時
の
部
活
動
へ
の
対
応
は
？ 

 

　
ど
の
地
区
で
も
、
児
童･

生
徒
の
足
の
確

保
が
心
配
と
い
う
声
が
多
く
出
て
い
ま
す
の

で
、
最
重
要
課
題
と
し
て
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
複
数
台
の
バ
ス
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、
最

初
の
児
童
生
徒
が
バ
ス
に
乗
っ
て
か
ら
、
３０

分
以
内
に
学
校
に
着
く
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
部
活
動
な
ど
で
遅
く
な
っ
た
場
合
や
、
休

日
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
時
間
帯
を
あ
る
程

度
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
対
応
す
る
予
定
で
す
。 

   

・
今
で
も
校
門
周
辺
は
送
迎
の
車
で
混
雑

し
て
い
ま
す
が
、
通
学
距
離
が
長
く
な

っ
た
場
合
、
更
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
対
応
は
？ 

 

　
道
路
の
整
備
も
視
野
に
入
れ
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

  

○
精
神
面
で
の
配
慮
に
つ
い
て 

・
中
学
校
再
編
が
平
成
２７
年
と
す
る
と
、

現
在
の
小
学
4
年
生
が
中
学
3
年
生
で

統
合
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
友
だ
ち

と
の
人
間
関
係
や
、
高
校
受
験
な
ど
、

精
神
面
で
心
配
で
す 

 

　
学
校
再
編
は
子
ど
も
の
た
め
と
い
う
こ
と

が
大
前
提
で
あ
り
、
今
よ
り
も
っ
と
良
い
環

境
を
整
え
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
新
し
い
中
学
校
に
入
る
生
徒
の
心
理
的

な
面
へ
の
配
慮
は
重
要
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
編

成
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
課
題

に
つ
い
て
も
教
員
や
保
護
者
と
相
談
し
な
が

ら
、
き
め
細
か
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

    

　
中
学
校
を
再
編
す
る
場
合
、
基
本
理
念
と

し
て
い
る
1
学
年
4
ク
ラ
ス
以
上
（
1
ク
ラ

ス
３０
人
程
度
）
の
た
め
に
は
、
2
校
で
な
く

１
校
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
は
１
校
と
す
る
こ
と
を
想
定
す
れ

ば
、
現
時
点
で
は
段
階
的
で
は
な
く
、
3
校

か
ら
1
校
と
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
が
、

2
校
案
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

    

　
勝
山
市
を
1
つ
の
校
区
と
し
て
、
希
望
す

る
学
校
に
行
け
る
よ
う
、
校
区
を
撤
廃
す
る

こ
と
も
ひ
と
つ
の
考
え
方
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

 

※
そ
の
他
、
新
体
育
館
と
の
関
係
、
財
政
面

に
つ
い
て
多
数
の
ご
質
問
、
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
校
区
別
座
談
会
の
内

容
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い 

再
編
の
時
期
に
つ
い
て 

再
編
方
法
と
再
編
決
定
時
期
に
つ
い
て 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て 

再
編
に
よ
る
施
設
面
で
の
配
慮 

中
学
校
を
１
校
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、 

2
校
と
す
る
考
え
は
難
し
い
の
で
す
か
 

小
学
校
を
自
由
学
区
に
す
る
こ
と
は
 

で
き
な
い
の
で
す
か
 

精
神
面
で
の
配
慮
に
つ
い
て 

教
育
総
務
課
　 

　
　（
1

８８
‐
8
1
1
1
） 

問 

勝山市小中学校の再編素案について考える会 
（校区別座談会）報告 

勝山市小中学校の再編素案について考える会 
（校区別座談会）報告 

市内１２小中学校で開催 
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